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北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設第２期施設溶剤蒸留室内での 

洗浄液の漏洩の原因と対策について 

 

 平成２４年９月２２日(土)に発生しました第２期施設の溶剤蒸留室内での洗浄液の漏洩に

つきましては、同年９月２４日(月)に概要をお知らせしたところですが、原因の究明と対策

を講じ、北九州市より確認をいただきましたので、ご報告いたします。 

 なお、この設備を含め施設全体の安全運転につきましては、細心の注意を払って努めて参

りますので引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

１．発生状況 

平成２４年９月２２日(土)午前６時頃、作業員が日常点検中に溶剤蒸留室１階床面に液溜

まりを発見しました。直ちに、漏洩箇所を調査したところ、同室３階のスラッジコレクター

Ｂ(浮遊固形物回収槽)蓋部から洗浄液が漏洩し、オイルパンを越えて２階及び１階へ漏出し

ていることを確認したため、速やかに、漏洩防止及び漏出物の回収・拭取りを実施しました。

これによるＰＣＢ等の施設外への漏洩や換気排気の外部への影響並びに作業員への影響は

ありませんでした。  

(１)漏洩物 

・トランス・コンデンサの内部を洗浄した洗浄液 

   ・漏洩量   約２０リットル (うち約１リットルがオイルパンから溢出) 

  ・ＰＣＢ濃度 約１１％ 

(２)発生直後の措置 

  ・スラッジコレクターＢの使用中止 (３（１）で示す対策を講じるまでの間の措置) 

  ・Ｏリング(シール材)を新品に交換 (他の類似設備を含む。) 

 

２．発生原因 

スラッジコレクターＢ蓋で漏洩時使用していたＯリングを調査した結果、３年間の使用に

よりＯリングが塑性変形してシール不良となり、これにより洗浄液が漏出したものです。 

 

 



３．再発防止策 

(１) 漏洩防止対策(設備改善)  

スラッジコレクターの更新及びオイルパンの改造を行いました。 

① スラッジコレクターの蓋の固定は工具を使用して確実に行うよう、レバー式から 

ボルト締め式としました。  

② 蓋を閉めたときのリークチェック(圧力漏洩試験)用に窒素ガス注入装置を取り付 

けました。 

  ③ スラッジコレクターに液面検知計を取り付け、液面監視を強化しました。 

   ④ オイルパンの高さを５０㎜から１００㎜に嵩上げし、溜め容量をこれまでの２倍 

にしました。 

⑤ オイルパンに漏洩検知器を設置しました。 

(２) 管理強化対策 

   ① Ｏリング交換管理基準を定め、運用を開始しました。 

② 更新したスラッジコレクターの液面検知やリークチェック等に関し、管理手順書 

を作成しました。 

(３) 他類似箇所への水平展開 

① 同種スラッジコレクターの更新及びオイルパンの改造 

     今回の漏洩箇所と同種のスラッジコレクターの更新とオイルパン容量の倍増、漏 

     洩検知器の設置を行いました。  

② Ｏリング交換管理基準に基づき運用を開始しました。 

③ スラッジコレクターと同種の機器についてもリークチェック用に窒素ガス注入 

装置を取り付けました。 

 

 

  (別添)    漏洩した部分(対策前)の設備写真 

対策後の設備写真 
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< 漏洩した部分(対策前)の設備写真 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

                                                           

         

 

 

                                

②リークチェック(圧力 
漏洩試験)装置の設置 

⑤漏洩検知器の設置 

< 対策後の設備写真 > 

③液面検知計の設置 

レバー締め 

① ボルト締めに変更 

スラッジコレクターＢ 

オイルパン ５０ｍｍ 

 漏 洩 箇 所  

(ふたの隙間部分) 

 

 
④オイルパンの高さを５０ｍｍから１００ｍｍに変更 


